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長年の課題が前進！多くの成果を引き出す 
ＪＲ九州労組は、７月 21 日に「2023 年度労働協約改訂要求」を会社に提出して以降、団体交渉を

積み上げた結果、９月 22日に会社から以下の回答を引き出し、妥結した。 

＜主な妥結内容＞ 

○社員の申出に基づく降格の実施 

現行等級における業務の遂行が困難な社員について、本人が希望する等級への降格が可能 

※ 降格後に再度昇格することも可能 

○配偶者の転勤等に帯同するための休職の新設 

  配偶者の転勤等に帯同し生活を共にするため、３年以内の休職を新設 

対象者…勤続１年以上の社員、地域社員、嘱託再雇用社員（65歳未満） 

○時間単位年休の対象者の拡大 

変形勤務により勤務する社員、地域社員、嘱託再雇用社員を対象に追加 

グループ作業に従事する社員についても、代替要員の措置を必要としない場合は使用可能 

○フレックスタイム制の一部見直し 

所定休憩時間以外（フレキシブルタイム内・コアタイムを除く）の休憩が可能 

○育児・介護を理由に退職した社員を対象とした再雇用制度の見直し 

  退職した社員、地域社員（60歳未満）を対象とした再雇用制度の見直し 

  （勤続年数及び退職後の期間の制限は設けない） 

○賃貸住宅解約援助金の新設 

転勤の発令に伴い、転居した賃貸住宅の解約に違約金等が生じた場合 

実際に支払った額（家賃の２カ月分が上限）を支給 

○社宅等の入居対象者の拡大 

社宅・寮の入居対象に地域社員を追加 

○住宅援助金の支給対象者の拡大 

住宅援助金の給付対象者に地域社員及び嘱託再雇用社員を追加 

○被服貸与基準の見直し 

ネクタイ及びスカーフの貸与数量を２本（２枚）とする。 

 このほか、口頭ではあるものの「地域社員の社員化を検討している」との考えを引き

出し、９月８日には「定期特急券代用証の要件緩和」を引き出している。 


